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I

第
十
b

盤
r

瓦
八〕

論
‘

跳
，

全
#

It
.
現
れ
る
社
會
思
想.

灵

齡
#

は
叛
き
て
盗
人
の

#

侶

w

爲
K

各
令

W

胳
を
喜
び

« <

財
を
追
ひ
求
め
、孤
子
に
公
年
を 

は
ず
、藤
婦
の
，

彼
れ
等
；の
前
に
出
づ
る
こ
艺
能
は
ず

。j

 

(

同
第
一
章
第
二
十
三
節

r

文
ホ 

は
M

の
民
の
提
老
ど
諸
君
主
ヒ
を
裁
き
て
言
は
：ん、

「

汝
等
は
萄
萄
園
を
喰

a

荒
せ
り
。
貧
し 

者
よ

b

掠
め
取
，
た
る
物
は
汝
罾
の
家
に
在

4

。
如
何
な
れ
ば
汝
等
我
が
玫
を
蹂
躪
り
、贫 

き
.

者
の
面
を

« "

彡
碎
く
や

」

ビ
。

(
同
第
三
章
第
十
四
、五

1

。
貧
民
、霖
婦
及
び
孤
兒
は
抑
壓
せ 

れ

强

搾

せ

ら

れ

、小

農

：民
：.ば
。其
の
所

'

消
地
を
剝
奪
せ
ら
れ
て
、大
財
產
は
形
成
せ
ら
れ
る
。

「

禍 

な
る
か
な
、彼
れ
等
は
家
に
家
を
建
て
連
ね
、田
画
に
田
圃
を
增
し
加
へ
て
、餘
地
を
剩
さ
す
、已
れ 

獨
り
國
の
中
に
住
ん

.

ビ
す

j

ノ
：(

第
五
章
第
八
節

)

。

ィ
ザ
ヤ
は

.

烈

」

く 

r

不
義
の
.搲
て
を
定
め

、
—

 

虐
の
霄
葉
を
錄
す
者

/

乏
：し
き
者
の
訴

®

を
受
け
す
，贫
し

&

者
の
權
利
を
剝
奪
し
、寡
婦
の
資
産 

を
奪

a

、孤
兒

.

の
所
有
を
掠
む
：る

':

も
の
を
亂
斷
す
る

…

神
は
總
べ
て
昂
ぶ
る
者
を
低
下
し
、麟
る 

者
を

^

し
*

唯
だ
自
己
の
み
を
高
：く
揭
げ
ん
ど

t:

る
。
..(
同

第

ニ

章

第

十

」

節
>

M

の
支
配
は
却 

ち
正
義

の
支
配
で
あ
る
，。:'
扉
の
審
刺
：の：下
る

時
、謙

讓
な
る
者
は
ラ
ホ

V

に
よ
ぅ
て
其
の

歡
喜 

を
增
；し
、贫

困

な

る蕃

は

ィ

ス
ラ
土

ル
の
.聖

者

に
よ
む
て
快
樂
を
受
く
る

:;
0

暴
戾
な

る
者
は

0 

せ
、那
此
の
機
を
窺
ふ
者
は
悉
ぐ
滅
せ
ら
れ
る
。
萬

軍
：
の

主
〒

ホ
バ
は
公

平
に
よ
つ
て

崇
め
ら 

れ
、聖
な
る
神
は
正
義
に
よ
つ

V
.

聖
と
せ
ら
れ
る

O

Uひ ら し 含

原
始
基
督
敎
ヾi

共
産
主
義

的

思

想

(
上

)
：：：

.

.::
1
1:プ

k

左

の

一

篇

はマ
ッ

ク
ス
：、
ベ
又
ャ
0:「

古
代
に
於
け 

る
社
會
'
闘
#

」

中
ょ
b

興
最
後
の
章
を
抜
け
る
も
の
に 

し
て
>

共
產
主
義
的
思
想
を
原
始
縣
營
敎
.の
中
に
指
摘 

ぜ
る
點
に
興
味
を
覺
え
た
る
が
翁
め
'«
^

。
饅
者
0

中 

に
觅
に
詳
細
な
る
研
究
を
企
つ
る
者
出
で
ん
な
ら
ば
>
 

.
余
輩
が
ベ
::

ユ
ャ
に
對
し
拙
_

を
以
て
其
金
玉
0

文
を
汚 

し
た
る
罪
は
蓋
し
償
は
れ
て
大
に
餘
る
所
あ
ら
ん
也
。)

:
I
、

ギ
リ
ス
ト
前
0

パ
レ
ス
夕
4

>

基
督
紀
元
に
先
立
つ
ニ
世
紀i

に
於
て
猶
太
人
の
！政 

:

治
的
及
び
道
德
的
狀
態
は
®

め
て
*
劇
的
ゼ
な
つ
た
。

,

ビ
ロ
ン
追
放
ょ
り
歸
つ
て
後
、
猶
太
人
は
一
個
の
宗 

敎
的
社
會
を
形
成
し
た
。
其
政
治
は
神
政
的
で
め
つ
た 

が
、
併
し
パ
レ
ヴ

タ
ィ
ン
は
政
治
的
に
は
初
め
は
。へ
ル 

シ
ャ
帝
國
の
卞
に
、
次
紀
は
マ
セ
ド
ニ
ャ
帝
國
の
下
に 

重
要
な
ら
ざ
る
一
地
方
を
形
く
つ
て
居
つ
た
の
で
あ
つ 

て
、

マ
セ
ド
テ
ア
の
滅
亡
後
は
页
に
シ
リ
ア
の
一
部
ど 

ゆ
り
、:'
;猶
太
人
を
漸
次
に
希
臘
化
せ
る
セ
ル
キ
デ
ィ
ア 

人
の
治
下
に
在
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
後
ア
ン
タ 

ィ
オ
チ
ユ
ス
、
ユ
ビ
フ
ア
ネ
ス
が
强
い
て
工
ホ
パ
fl

崇

，拜
を
稂
絕
せ
し
め
んC

し
て
多
數
の̂

敎
者
を
出
す
に 

;茧
る
や
、
此
國
の
敬
虔
な
る
住
民
は
乙
れ
に
背
叛
し
て 

立
ち
>
シ
リ
ア
の
攻
擊
軍
を
破
り
て
終
に
ユダ
ス
フ
マ
ッ 

力
ベ
ヱ
ス
の
下
に
政
治
的
獨
立
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る 

が
、
此
數
年
間
に
於
け
る
非
常
な
る
屈
辱
^
不
可
思
議 

な
る
救
濟
€
は
又
た
非
常
に
猶
太
敎
に
對
す
る
信
仰
を 

强
く
し
^

の
，で
あ
つ
て
、
帝
國
主
義
者
の
世
界
王
_
の 

破
滅
ビ
猶
太
人
の
支
、配
の
下
に
神
の
玉
國
出
現
す
可
し

第
十
七
港

(

3£
九
-

'.
_

.;
-

:

鉍

：
.，原
始
基
#

教
$
共
逄
主
遜
仙
思
想

第
一
號

九

_
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)

雜錄原始雄：
督教

2

共
產
主
翁
的
思
想

第一

號

為

o

思
豫
言
し「
そ
の
餘
の
獸
は
そ
の
權
威
を
奪
は
れ
れ
K
V 

•

:

.
而
し
て
見
ょ
彼
處
に
人
の
子
の
如
&

も
の
天
の
®

 

に
乘
り
て
來
b

ぬ
、
彼
は
日
の
老
ひ
た
る
者
の
許
：に
す 

レ
.
來
り
ぬ
，
:

:

而
し
て
國
ビ
權
？
天
下
の
國
々
の
勢
 々

カ
ビ
は
皆
至
高
者
の
聖
徒
た
各
民
に
歸
せ
ん
"
.
至
高
漭 

■
の
國
は
：永
遠
の
國
な
說
げ
る
彼
の
但
以
理
書
は 

實
に
此
時
代
に
書
か
れ
た
る
の
で
あ
る
°
即
ち
掠
奪
的 

な
る
，帝
國
主
義
者
の
王
國
の
代
り
に
？
1£
義
の
王
國
猶 

太
人
の
支
配
の
下
に
建
設
せ
ら
る
可
し
I

ふ
が
其
®

:
 

想
で
あ
づ
た
の
で
あ
る
。

問
話
休
題
"

猶
太
比
族
は
マ
ツ
力
ベ
ユ
家
を
-
皿
し 

て
典
統
治
に
服
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
、
#
_
は
サ 

ド
カ
ィ
人
、;:
,

パ
リ
サ
ィ
人
及
びH

セ
二
ア
人
の
H

派
に 

相
分
れ
て
: ®

つ
た
の
で
あ
る
。
就
中
^

ド
カ
ィ

人
は
貴 

.
，族
た
：：る

僧

侶

w

希
臘
主
義
に
傾
け
る
其
他
の
敎
育
あ
る 

入
々
S

よ
^

成

0

て
居
つ
た
.の
で
あ
つ
て
特
に
猶
太
人

る
。
彼
等
は
爲
政
家
的
實
際
的
政
治
家
で
あ
っ
て
猶
太 

人
の
世
界
統
治
€
云
ふ
が
如
き
忍
想
は
不
可
能
で
あ
り 

滑
稽
で
あ
る
€
爲
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
.彼
等
は
僅 

少
な
る
少
數
黨
，で
あ
っ
た
。

パ
リ
サ
ィ
人
は
嚴
格
な
る
猶
太
の
雜
法
を
遵
守
甘
る 

中
流
階
級
ょ
b

成
れ
る
者
で
.

あ
っ
て
、
其
理
想
^
す
る 

所
は
猶
太
人
は
神
の
聖
き
民
ご
.

な
り
、S

に
事
ふ
る
國 

民
ど
な
る
可
き
で
あ
る
と
云
ふ
ミ
で
あ
っ
た
。
從
つ
て 

:

國
民
的
感
情
^

宗
敎
的
感
情
^
は
此
パ
リ
サ
ィ
人
の
間 

に
，あ
り
て
最
も
緊
密
^

結
合
し
て
©

0

た
の
で
あ
る
0 

.

':H
.

セ
ニ
ァ
人
は1

切
の
國
民
的
及
び
國
家
的
目
的
物
. 

を
外
に
し
て
、

1

向
に
遒
德
的
純
眞
な
る
人
道
國
家 

若
く
は
强
制
な
き
神
の
王
國
^
政
府
又
は
祭
罚
達
ょ
り 

出
づ
る
捉
な
9

神
の
王
國
ゝ
社
#

の
爲
め
に
社
#
的
課 

業
を
任
意
に
遂
行
す
る
こ
<

が
唯

1

の
奉
仕
た
る
可
き 

S

の
王
國
、
の
み
を
涡
仰
せ
る
猶
太
人
の一

小
部
分
で

き
も
.の
を

 

_

じ
な
-&

つ
忪
の
で

6

タ
ナ
ィ
人
と
の
間
に
行
は
：れ
た
る

举

_

の
爲
め
に
毫
も 

烦

は
-3

る
>

こ
^

な

き

も

の

で

あ0
れ

。

却
說
猶
太
の
政
治
的
獨
立
は
約1

世
紀
間
連
續
し
、 

某
間
.
に
國
民
の
經
濟
的
生
活
は
(|
£

碯
く
な
ト
"
農
業
は
一 

榮
え
、：

丰
ェ
興
他
の
產
業
は
意
重
せ
ら
れ
て
博
±
、
學

パ

れ
、
猶
太
の
王
は
羅
馮
の
從
M

渚

V」

な
り
、
羅
拇
の
方 

伯
は
或
は
徒
黨
叛
亂
に
依
&

或
は
：消
極
的
拒
否
に
依
タ 

て
羅
馬
の
腿
制
に
對
し
て
餘
憤
を
漏
す
猶
太
人
の
上
に 

貢
を
課
す
る
に
M

つ
た
の
で
4)
1

る
。
が
㈣

し
他
方
に
於 

て
は
來
る
可
き
神
の
王
，购
に
對
ず
る
古
き
0
は
之
ど
典 

に
吏
に
a

^

に
燃
え
出
で
た
の
で
あ
る
。
豫
胄
«
の
»

 

言
は
虛
妄
な
彡
し
か
？
猶
太
敎
は
«
■
の
頂
上
に
於
て 

神
の
誡
を
守
ら
ざ
り
し
か
？
殉
敎
者
の
血
は
徒
に
流
さ 

れ
し
か
？
否
、
々
！
fc
tt

主
、
神
.
に
ょ
り
て
膏
抹
ら
れ 

た
る
王
、
*
て
來
り
て
此
世
の
支
配
を
必
す
其
掌
裡
R

若
達
の
如
き
も
、
其
生
存
，の
|
恶
礎
€
し
て
肉
體
的
勞
働 

を
な
す
を
以
で
一
個
の
義
務
ど
爲
す
に
至
つ
た
。
郞
ち 

中
流
階
級
の
下
屉
部
の
钸
約
€
勸
勉
ぞ
敬
虔
ど
德
行
ミ 

は
當
時
に
於
け
る1

般
の
感
情
で
あ
.0

た
の
で
あ
る

が
、
此
事
情
は
程
«

く
變
化
す
る
に
至
つ
た
。
蓋
し
甚
：\

收
办
給
ふ
可
し
！
^
は
彼
筚
當
時
の
信
仰
で
あ
つ
た
の 

«

紀
元
に
先
立
つ
六
十
：三
：年
に
於
，て
。ホ
ン
。へ
ィ
は
シ
グI  

:

で
あ
る
。

斯
く
て
輿
望
を
ft

へ
る
指
導
者
は
輩
出
し
、 

ャ
を
征
服
し
、
パ
レ
ス
タ
ィ
ン
に
侵
入
し
、

H

ル
ナ
レ
て
雜
多
の
新
し
き
黨
派
は
形
く
ら
れ
、
全
國
は
朋
の
测
/2 

ム
に
於
.
て
祭
司
上
の
報
閫
碰
ん
な
：る
其
眞
最
中
に
羅
坶
る
が
如
き
狀
態
ご
な
り
、
國
民
は
社
會
的
に
四
分
五
裂

の
軍
隊
は
^
ル
サ
レ
ム
®

li
i

を
製
ひ
て
、
：
ポ
イ
ペ
イ
は 

常
殿
の
中
の
至
^

所
中
の
聖
所
に
；這
入
つ
て
仕
舞
0

た 

か
ら
で
あ
る

o

而
し
て
其
時
以
來
猶
太
の
*
立
は
失
は

し
た
の
で
あ
る
P

路
加
傅
第
一
章
五
十
一
節
乃
茧
五
十 

三
節
に
.
、
ィ

H

ス
の
母
マ
ソ

ャ
が
自
ら
の
絍
娠
せ
る
を 

見
て
神
を
頌
め
て「

彼
は
心
の
驕
れ
る
者
を
散
し
"
權

第
十
七
卷

(

六
一)

峰
丨
；
錄

：
M

始
基
督
教w

共
産
主
義
的
思
想

第1

虢

ハ
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第
十
七
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六
ニ
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雛
錄
原
始
基
督
赦

W

共
赓
主
醆
的
思
想

第
一
雛

一Jt漓

ハ

柄
あ
る
者
を
位
ょ
b

.

下
し
、
卑
賤
者
を
擧
げ
、
飢
え
た
、
. 

る
者
を
美
食
に
飽
か
せ
、富
る
者
を
徒
く
返
ら
せ
給
ふ」

 

W

云
へ
る
は
、
當
時
に
於
げ
る」

般
の
威
情
を
ょ
く
表 

示
し
て
®

る
の
で
あ
る
。

何
れ
に
せ
ょ
、
當
時
の
猶
太
は
：最
も
崇
高
偉
大
な
る
' 

國
民
的
及
社
會
的
感
愦
の
燃
え
立
o

-i
i

個
の
火
爐
で
あ 

つ
た
の
で
；

Q
C
V

て
、
重
き
腿
迫
の
加
は
6

•驚
天
動
地
の 

-

政
治
的
事
件
の
發
往
す
る
が
儘
に
"

時
は
滿
て
ヶ
、
神 

の
國
は
近
け
り
"

救
主
の
降
臨
は
遠
か
ら
す
，
^
云
ふ 

信
念
は
猶
太
の
歴
史
に
屢
々
之
を
見
る
が
如
く
愈
々
益 

々
彼
等
の
間
に
普
及
し
た
の
で
あ
る
。

I
f
、

4

X

X

 

「

是
は
權
勢
に
甶
中
能
カ
に
出
す
我
靈
に
由
な
り」

-

■

レ(

ゼ
'

力
ソ
ャ
#

四
章
六
節

)
： 

::
斯
の
如
く
白
熟
化
せ
，る
雰
圍
氣
の
裡
に
ィ

H

ス
は
現

手H

業
者
の
家
に
生
れ 

> 其
村
の
®.
太
人
の
學
校
に
學 

び
、
猶
太
人
の
會
堂
に
於
て
說
敎
を
聽
き
，
铞
苹
逾
越 

の
節
筵
に
は
ユ
ル

^
レ
ム
に
上
る
を
常
€
し
た
蓋
し 

H 
,

ル
ナ
レ
ム
は
猶
太
人
の
緊
張
せ
る
精
神
生
活
の
中
心 

で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。 

.

ィ

H

ス
の
心
の
向
ふ
所
は
夙
く
も
明
か
に
な
つ
た
。
 

彼
は
一
靑
年
€
し
て
す
ら
彼
の
國
人
の
激
烈
な
る
毀

#
 

褒
贬
の
蝴
集
裡
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
以
赛
他
書 

を

好

み「

セ
の
靈
わ
れ
に
在
す
、
故
に
贫
者
に
福
音
を. 

宣
傅
ん
事
を
我
に
膏
を
沃
ぎ
て
任
じ
、
心
の
傷
る
*
を 

醫
し
、
又
囚
人
に
釋
ん
夢
ビ
、
瞽
者
に
見
3
せ
ん
亊
を
示 

し
、
-又
壓
制
ら
る

_
>者
を
縱
ち
、
，主
の
«
年
を
宣
傅
ん 

:が
爲
め
に
我
を
遺
せ
り」

(

路
加
傅
四
章
十
七
節
乃
至1

一
 

十
節)

皮
云
ふ
驚
く
可
き
箇
所
を
蟹
み
上
げ
左
の
で
あ

は
れ
た
の
で
あ
る
。

を
得
ざ
ら
し
め
た
。
彼
は
到
る
所
に
於
て
世
人
の
耳
目 

.

を
聳
動
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
多
ぐ
の
人
は
彼
に
於
て 

羅
馬
に
對
す
る
自
由
戰
の
未
來
の
指
導
者
を
認
め
、
當 

時
恰
も
準
備
中
な
り
し
謀
反
の一

つ
に
對
し
：彼
の
支
持 

を
受
け
ん
皮
努
め
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
彼
等
は
神
の
彼 

に
賦
與
す
.る
に
斯
の
如
き
偉
大
な
る
資
性
を
以
て
せ
る 

目
的
は
是
以
外
に
在
る
能
は
中
、
神
の
痛
く
腸
制
せ
ら 

れ
た
る
民
を
自
由
な
ら
し
む
る
以
上
に
：喜
ば
し
き
目
的 

他
に
在
る
こ
^

能
は
ず
ど
思
惟
し
た
か
ら
で
あ
る
。

而
し
て
初
め
は
彼
ィH

ス
も
此
誘
惑
に
動
か
さ
れ
た 

る
^
な
か
6
し
に
は
あ
ら
ざ
る
が
如
く
思
は
る
、
の
e

女

マ

女

W

L

.

想
c

召

滔

く

:

rv
.
'泰

平

を»

さ

ん

爲

め

に

我

來

れ
&
 w

意

ふ

ば

か

れ

、

,

泰
平
を
出
さ
ん
ビ
に
非
す
、
及
を
出
さ
ん
爲
め
に
來
れ 

b
_
r

 

S

謂
ふ
言
は
、
恐
ら
ぐ
は
彼
の
國
人
ど
の
此
少
時 

の
:

一
致
協
同
時
代
に
:#

せ
ら
れ
た
る
も
の
S

見<♦

可
き 

•
I

で
あ
ら
ぅ
。
蓋
し
其
は
，其
が
^

太
傳(

十
章
三
十
四
節)

 

|

中
に
置
炉
る
、
其
後
の
時
代
^
は
全
く
相
合
は
ぬ
か
ら 
\

で
あ
る
。

|

が
併
し
、

ィn

ス
は
漸
次
に
別
個
の
考
へ
に
^

つ
て 

|

進
ん
だ

"

f

及
に
侬

b
て
に
あ
ら
ず
、
强
カ
に
依
り 

|

て
に
あ
ら
す
、
唯
だ
靈
な
る
手
段
ビ
平
和
な
る
手
段
ビ 

\

に
.依
6

て
、
犧
牲
艺
内
心
を
潔
0
る
こ
ど
、
に
依
り
て
、

:

 

:

 

ノー

 

'

!

.

|

:
猶
太
も
羅
踢
も
其
に
惡
ょh

w
は
：る
、
現
世
の
權
カ
は 

あ
る
：>
,蓋
し
國
民
の
熱
情
は
羅
馬
に»
す
る
自
由
戰
の
1

恶
ょ
6

出
づ
。

爲
め
に
烈
火
の
如
ぐ
に
燃
え
幾
多
の
.純
潔
な
る
人
々
に
是
に
至
て
叛
亂
の
全
計
畫
は
、
彼
の
目
に
は
惡
魔
の 

燃
え
移
り
て
之
が
爲
め
に
起
つ
に
至
ら
-じ
め
た
る
に
、

誘
惑

S
し
て
映
じ
ね
。
彼
は
四
十
日
四
十
夜
荒
野
に
於 

彼
の
み
獨
り
此
例
に
漏
る
：

〜

は
道
理
に
於
て
在

V
得

可

::
.て
之
ビ
苦
闘
し
た
0
我
等
若
し
羅
馬
を
破
り
て
其
全
國 

か
ら
ざ
る
こ
ビ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
彼
の
.

「

地

VJ

其
榮

S
を
得
た

b VJ

せ
ん
か
？
然
ら
ば
其
は
果
し
て 

第

十

七

卷(

六
-)

雜

：
錄

▲

始

馨

教
美
產
主
義
的
思
想
い
：
：

 

第

ー

號

六

3



第
十
ゼ
卷

(

六
四〕

雜

.
錄
原
始
蒜
督
敎
ミ
共
丄 

何
ぞ
や
？
之
に
.
換
へ
て
パ
リ
ザ
.

ィ
A

の
王
國
、
人
間
の 

律
法
ビ
锬
司
の
披
定
の
國
を
得
だ
ゲv

j

せ
ば
"
人
類
は 

果
し
て
何
等
か
の
得
る
所
あ
b

ゃ
？
；否
!

「

主
た
る
爾 

の
神
を
拜
し
•

唯
之
に
の
み
事
，ふ
可
し
ヒ
錄
さ
れ
^

^

。」 

而
し
て
神
意
の
何
た
る
.

か
は
豫
言
者
に
依
り
て
人
類
に 

带
げ
知
ら
さ
れ
で
届
^

。«

會
的
正
義
ヒ
貧
«:

の
酿
ひ
、
 

富
の
m

視
S

密
判
、:
一
切
の
强
制
の
廢
止
、
總
て
の
人 

に
ー
對
す
る
愛
、
其
中
に
.
神
の
亂
を
宿
し
"
其
載
の
命
の 

中
に
神
の
國
を
宿
す
人
道——

是
れ
ぞg
の
國
の
奧
義

で
あ
.
る
！
：
：.

バ'
人
へ
；

.

斯
く
て
一
切
の
革
命
家
S

國
象
主
義
者V

は
彼
を
棄 

て
れ
。
乍
併
素
朴
な
る
人
々
は
彼
の
目
園
.

に
！
！

b

來
つ 

た
。
彼
：は
支
持
者
€

弟
子
を
得
た
。
而
し
て
多
く
の
人 

々
の
彼
の
周
圍
に
集
り
來
る
を
見
て
？：山
に
登
口 

を
啓
き
て
次
の
如
く
敎
え
た
の
で
あ
る
。

「

貧
し
き
者
、哀
し
む
潜
、柔
和
な
る
者
、
矜
恤
あ
る
者 

:

及
：び

和

平

を

求
.ひ
る
者>
 

義

こ
€'
:の
爲
め
に
責
め
ら
る 生

義
的
思
想 

第
ー
號 

六
四 

、
者
は
繭
な
り
。
"
惡
に
敵
す
る
こ
V

J
ri
:

く
、
却
つ
て
惡 

に
報
ゆ
る
^

善
を
以
て
す
る
者
は
福
な
り
。
審
判
所
を 

有
た
ず
"

刑
爵
の
搲
を
知
ら
ず
し
て
、
其
敵
を
愛
し
み
、：

.
' 

其
虐
遇
迫
番
る
者
の
爲
め
に
«
る
者
は
福
な
り
:;
°

總
の
_

ー:;
'
; 

人
々
は
天
に
在
す
1

人

の

父

の

子

な

れ

ば

な

り

。
_

の 

國
の
來
ら
ん
こ
^

を
希
a

、
神
の
御
意
の
成
ら
ん
こ
S
 

を
希
ふ
。
彼
の
國
は
永
遠
の
國
、
永
遠
の
權
カ
永
遠
の
，
 

榮
光
な
れ
ば
な
o

」

：

.:
:

ィ

H

ス
は
其
の
腹
心
の
友
に
世
げ
.て
次
の
如
く
言
つ 

ね

。
日
く
、
政
治
上
の
爭

B

、l

革
<

叩
的
叛
亂

"

阈
K

的
.

戰
爭
、.
虐
殺
頓
死
、
法
律
の
改
疋
、
國
民
的
泡
治
等
の 

如
き
は
、
古
の
豫
言
者
の
理
想
を
實
現
す
る
上
に
於
て 

ン
寸
毫
も
汝
を
補
助
す
る
:

も
の
に
あ
ら
ず
。
神

の

國

は
M
 

世
の
國
に
あ
ら
令——

»
の
國
ビ
は
猶
太
人
が
諸
民 

パ
の
上
.

に
支
配
を
得
、
其
上
に
權
カ
を
有
す
る
こ
ミ
の
意 

に
あ
ら
ず
、
其
は
他
の
國
民
に
勝
b

て

多

く

の

富

を

貯
!:
--「 

ふ
る
こ
€

の
意
に
ぁ
ら
す
、
.其
は
殿
の
禮
拜
變
守
り
若

く
は
#

堂
の
儀
式
に
，遵

ふ

の

意

に

あ

ら

す

、

其
.は
祭
司 

の
潔
め
、審
判
所
の
訓
令
に
從
ふ
こ
ど
の
意
に
あ
ら
す
、 

興
は
愛
國
的
刺
害
に
敏
に
し
て
國
.威
を
宣
揚
す
る
こ
^

 

に
も
あ
ら
ず
。
是
等
は
總
て
，|
,
時
的
の
も
の
な
り
。

，
_

 

の
國
を
は
寧
ろ
限
り
な
き
人
類
愛
の
基
礎
の
±
に
生
命 

全
體
の
W

生

の

意

で

あ

る

、
：
一

總
.
て
：の

弱

き

者

，
迷 

へ
る
者
:̂

到
す
る
愛
ビ
親
切
、一;

切
人
に
對
す
る
無
極 

の
同
情
、
あ
ら
ゆ
る
險
級
差
別
の
消
失
、

一

切
の
爲
め 

に
共
同
に
.
勞
作
す
る
こ
ビ
、
是
等
：の
み
が
永
久
不
滅
で 

あ
：っ
：て
1*

ょ
り
人
類
を
救
^

も
の
.

で
あ
る
.
、.
而
し
、て
之 

れ
力
即
ち
刺
.
の
國
で
あ
る
^

。

.

.

.

.

ィ

H
.

ス
は
猶
太
民
族
の

.

ま
言
的
#
達
の
靈
的
結
品
で 

.

あ
.0

■

彼
の
感
化
は
誓
っ
：て
：反

國

民

的

で

あ

、
っ

れ

、

:ヾ

而
し
て
猶
太
官
憲
の
見
解
，に
於

て

は

11

:に
反
宗
敎
的
で 

む
'*C

V

た
：の
で
あ
る
。へ
彼
の
宣
俾
す
る
所
は
共
«

主
_

:
 

的

で

あ

っ

た

。
興
は
後
期
：ス
ト
：ィ
ッ
：
ク
派
の
偷
理
を
"
卜 

追
放
湖
中
及
び
追
放
期
以
後
に
於
け
る
猶
太
敎
の
熱
烈，

第
十
七
怨

.

(

六
立.
：

)

.

雜

、

錄
::
'

'

傾
始
菡
督
敎
$
共
咖

.

な
る
宗
敎
的
修
養
の
結
果
に
依
ら
て
潔
め
、豐
か
に
し
、 

且
つ
深
か
ら
し
め
た
'
る
も
の
で
あ
つ
た
。
希
臓
人
に
し 

て
ィ

H

ス
の
時
に
於
け
る
猶
太
人
ど
同 

一
i

r

^

t

 

去
：ふ
意
論
、
神
聖
ど
云
ふ
感
情
、
神
に
對
す
る
提
敬
及」 

び
神
に
在
b

て
の
喜
悅
ど
云
ふ
感
情
を
有
つ
た
も
の
は
，
 

.
I

未
だ
#

つ
て
一
人
も
無
い
の
で
あ
る
。

;

而
し
て
此
の
感
情
こ
を
即
t>
猶
太
人
を
し
て
羅
拋
の 

:

暴
政
に
叛
き
多
年
の
間
夥
し
き
犠
牲
.を
敢
て
し
て
備
火 

|

な
る
宰
鬪
を
遂
行
す
る
を
得
せ
し
め
た
る
も
の
で
あ
る 

j

が
、
彼
の
ィ
.H

ス
は
觅
^
此
猶
太
敎
以
上
に
出
で
た
の 

j

で
あ
る
。
彼
は
國
民
的
'境
界
を
.
絕
し
、
幾
多
の
偉
大
な 

:

る
先
蒙
に
依
^

て
多
大
.
な
る
苦
惱
ビ
烦
悶
ど
を
以
て
M 

設
せ
ら
れ
た
.
る
傅
統
的
宗
敎
組
織
を
打
破
し
た
。
彼
は 

取
和
的
で
あ

つ
た
が
併
し
又
革
命
的
で
あ
つ
た_

.
彼 

の
平
和
其
も
の
が
驚
く
可
き
程
革
命
的
で
あ
つ
た
の
で 

あ
る
o

若
し
ィ

H

ス
が
羅
馬
に
對
す
る
國
民
的
叛
胤
を 

促
進
す
る
が
爲
に
彼
の
人
槳
を
利
用
せ
し
な
ら
ば
、
猶 

1

義
的
I

 

_ 

m

i

六
苏
し



(

六
六)

雜

錄
拟
始
躲
督
教W

共
産
主
義
的
思
想
；

 

第1

號

A

六

は
：>
彼
等
が
ィ
ュ
ス
を
解
せ
ざ
り
し
好
證
左
で
あ
る
。

:

铖
十
七
怨

太
人
は
恐
く
は
總
て
を
彼
に
敝
し
た
で
あ
ら
ぅ
°:
彼
等 

は
羅
捣
の
支
配
に
對
し
叛
亂
を
起
せ
る
の
故
を
以
て
十 

字
架
に
^

け
ら
る
可
か
り
し
ぐ
ラ
バ
の
命
乞
ひ
を
し
ft 

の
で
-
あ
る
。
併
し
ィ
ズ
ス
S

彼
の
弟
子
と
は
旣
に
業
に 

.

彼
.の
馬
可
か
バ
ラ
パ
の
國
民
的
愛
_

的
行
爲
を
殺
人
^
 

し
て(

記
せ
る
程
爾
か
く
遙
か
に
*

太
人
の
生
活
よ
b

離
；
 

れ
辑
つ
で
あ
つ
だ
。
宗
敎
、
政
治
及
び
社
會
的
秩
序
の 

見
地
よ
り
す
れ
ば
、
ィ
文
ス
は
猶
太
文
明
及
び
羅
馬
文 

.
明
の
穀
中
よ
b

脫
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
審
判
さ
れ
十 

字
架
に
：付
け
ら
る
可
き
も
の
で
あ
0

た
の
で
あ
る
0 

:

:'
:

k

、
原
始
社
會
吃
於
^

る

共

産

主

義

■

ィ

H

ス
の
直
弟
子
の
中
に
は
其
，人
格
若
く
は
智
識
に 

於
て
自
ら
:#

出
し
^

も
の
、
；
若
ィ
は
其
師
の
仕
事
を
同 

1

方
針
を
以
て
繼
續
し
#

る
も
の
は
一
人
も
な
か

0
 

た
。
’
福
音
書
の
著
者
達
が
其
師
の
生
涯
中
第
二
義
的
若 

,

く
は
物
語.的
な
る
事
共
を
多
く
傅
へ
：：て
、
彼
の
精
神
の
。 

不
朽
の
心
髓
を
無
價
値
な
る
外
皮
中
に
包
め
る
其
態
度

:

ィ

H

ス
が
其
偉
大
な
る
感
化
力
を
發
揮
せ
る
期
間
、
自 

己
の
天
職
を
自
覺
す
る
に
M

 

6

.た
る
期
間
は
餘
り
に
短 

く
し
て
、
爲
に
有
力
な
る
後
繼
者
を
訓
練
す
る
を
得
な 

I 

:

か
つ
た
の
で
あ
る
。
而
しV

是
等
の
事
情
-J

そ
即
ち
後 

:

年
保
羅
.

に
與
ふ
る
に
基
督
敎
の
組
織
者
た
る
役
目
を
演
:
. 

I..

.
t
可
き
機
會
を
以
て
し
^

の
^
あ
る

保
#

は
.

猶
太
が 

I

 

:

無
產
者
的
思
想
感
情
に
ば
全
く
の
門
外
漢
で
あ
つ
れ
。

，彼
は
H

々
に
其
嵩
を
增
す
律
法
S

格
式V

を
履
行
す
る 

こ
^
の
不
可
能
な
る
を
見
て
心
に
大
に
思
ひ
惱
め
る 

ー

: 

I
,

パ
リ
デ
ィ
人
、

一
個
の
學
者
で
あ
つ
れ
。
彼
が
羅
馮
人 

—

に
贈
れ
る
書
の
第
七
章
は
、
猶
太
の
法
律
の
內
容
6

勢 

I

力
ど
に
關
し
て
彼
の
心
中
に
洶
湧
せ
る
闘
^
の
如
何
に 

深
甚
な
り
し
か
を
推
察
セ
し
め
て
餘
り
あ
る
も
の
で
*

へ
 

る
。
而
し
て
彼
は
、
此
點
に
於
て
は
、
更
ら
に
法
律
は 

:;■
.::原

始

狀

態

ょ

り

墜

落

せ

る

人

間

の

腐

敗

性

を

表

示

す

る

!

m
 

も

の

で

あ

るS

云

ふ

スト
イ

ツ

ク
派
及
び
ノ
オ
ス
テ
ィ

:

グ
ネ
派
の
法
律

«.

に
依
々
て
影
，響
せ
ら
れ
れ
所
あ
り
た
. 

る
や
も
知
‘
る
可
か
ら
ざ
る
の
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
に
も 

拘

ら

少

、
，彼
保
羅
は
學
费
の
理
智
ご
良
心
^

を
以
て
し 

:

て
同
化
し
得
る
限
ヶ
は
悉
く
ィ
ネ
ス
の
敎
義
を
同
化
し 

:f
2

:0

で
あ
る
。
而
し
て
彼
^
全
人
格
ビ
敎
育
ど
は
自
ら 

:

此
敎
義
に
獅
斷
的
偏
重
を
與
へ
ざ
る
を
#
ざ
名
に
至
ら 

し
^

た
。
人
道
に
對
す
.
る
溢
る
\

が
如
き
愛V
、

無
際 

:

限
s

'

敎
義
上
の
熱
？

、
,

淸
淨
無
垢
ど
を
特
色
ビ
す 

，
る
-®
の

强

き

人

格

は

 

<
 

自
ら
無
產
者
的
及
び
，典
同
主
義 

.的
要
r

素
を
從
»
的
地
位
G

推
し
遺
つ
.た
の
で
あ
る
。
勿 

.
論
是
等
'0

耍
素
は
可
な
&

長

い

間

.聖
保
羅
に
抵
抗
し
た 

の
で
あ
る

が
、
併
し
彼
め
强
き
意
m

心
ビ
機
牲
的
宣
傅
€ 

は
終
に
彼
を
し
て
勝
刺
を
搏
す
る
に
至
ら
し
め
た
の
で 

あ
る
。.:
漸

し

き

敎

義

は

共

產

圭

義

的

な

'̂
實
際
に
打
ち 

勝
つ
た
。
而
し
て
又
た
彼
が
容
易
に
此
^
世
の
諸
制
度 

:

を
蔑
視
し
、
之
に
逆
，ふ
は
*;
:

勞
に
値
せ

す

爲
し
#

た 

:

る
.
は
？
彼
の
他
の
大
な
る
處
世
の
：才
、：入
生
の
物
質
的

利
害
ょ
ト
全
ぐ
超
脫
せ
る
其
出
世
間
の
爲
め
で
あ
つ 

た
。

一
期
の
大
事
は
靈
の
救
濟
であ
つ
て
、
此
は
ィ
ヱ 

ス
を
信
申
る
に
依
り
て
保
證
せ
ら
る
。
此
信
仰
を
保
持 

し
得
る
機
會
の
存
す
る
限
6

、

何
人
が
如
何
に
此
世
の 

，支
配
を
司
ら
ぅ
^
も
其
は
一
個
の
無
關
心
事
で
あ
る
。， 

ィ

H

ス
の̂

敎
に
，次
げ
る
敷
年
間
に
於
て
、

殆
ん
ど 

全
く
猶
太
の
無
產
者
ょ
り成
り
、
共
產
主
義
的
基
礎
の 

上
に
、
若
く
は
又
れ
共
產
主
義
的
理
想
を
精
神
ど
し
て 

連
設
せ
ら
れ
れ
る
最
初
.の
共
同
®
が
注
じ
た
。
彼
等
は 

彼
等
の
貧
し
き
に
就
て
誇
つ
て
居
つ
れ
。
彼
镩
はH

ビ 

ォ
シ
派
の
人
、
貧
窮
.者
社
會
的
i e
i

ioo

司
人
で
あ
つ
た
。
 

ィ
モ
ス
は
率
直
に
其
弟
子
に4
1:
|
げ

て「

汝
等
神w

財
寶 

€
に
事
ふ
る
こ
ぢ
能
は
ず」

ビ
宣
へ
り
。而
し
て
彼
等
は 

神
に
事
へ
ん
ど
願
へ
る
が
故
に
、
財
寶
に
其
赀
を
向
け 

た
の
で
あ
る
。
此
原
始
の
共
：同
體
は
典
產
主
義
的
原
則 

に
®
き
て
生
活
せ
る
か"

若
く
は
共
產
主
義
的
生
活
方 

.法
を
渴
望
し
れ
の
で
あ
る
。「

信
*

は
み
な一

處
に
會
て

笫
十

七

卷

C

六
七
’

)

.
雜

錄

'M

始
茲
贤
歆

V
J

共
產
主
籤的
忍
想

第
一
號

ハ

七



笫
十
七
猞

C

 

T
v

八

)

雑錄原始获督教

w

典
座
主
義
的
思
想

諸
物
を
共
に
し
、
：產
：業
ミ
其
所
有
を
鬻
て
各
人
の
用
に
. 

:

從
；

5

之
を
分
與
へ
ぬ」

(

使

徒

行

傅

ニ

章

：四
十
四
節
四
十 

.
五
節〕

。：「

信
者
は
み
*

.

心
を一

:

に
し
意
を1

に
し
て
誰 

1

人
そ
の
所
有
を
己
が
物
^

云
ふ
こ
も
な
-
ぐ
凡
て
之
V

J
 

典
に
有
b

y

同
上
：四
#

ご
一
十
ニ
：
節

)

。富
.め
る
は
汚
辱
な 

b

?

せ
ら
れ
、
貧
し
き
は
神
聖
な
る
^

近
き
も
のW

せ 

ら
れ
れ
。
彼
等
は
總
て
財
寶
に
仕
へ
、
*

有
を
渦
M

す 

る
は
必
然
的
に
罪
に
駿
が
る"

其
反
對
に
貧
窮
は
現
世 

的
快
樂
$

一
 

時
的
權
カ
の
.
棄
却
を
意
味
す
£
確
信
じ
て 

居
つ
た
の
で
あ
る
。

’

:'
:
:

然
る
に
信
者
の
数
の
，增

加

を
、
共
同
體
の
普
及
^r 

保
羅
の
甚
督
敎
宣
傳
ど
、
.彼
の
基
督
敎
楓
の
弘
渐
ビ
は 

次
第
に
共
產
主
義
の
勢
力
を
弱
め
、
之
に
代
え
て
宽
大 

な
る
施
與
ヒ
慈
善
的
給
與
S

を
貧
し
き
兄
弟
姉
妹
の
爲
：
 

め
：に
施
用
す
る
こ
、
な
し
た
。
：而
し
て
更
に
進
み
て
は 

基
督
敎
界
に
階
級
的
差
別
す
ら
も
生
じ
た
の
で
ぁ
る
：:
0

: 

換
言
す
れ
ば
、
信
考
の
中
に
富
者
^

貧
者
ど
、y

職
主
€

.

に

第一
雛六
八

勞
働
考V

J

の
別
を
生
じ
、
昔
の
同
胞
的
友
愛
は
消
失
し 

た
の
で
.

あ
る
。
此
階
級
的
對
：峙
は「

信
仰」

ど「

行」

S

の
'

-

爭
に
於
て
其
理
論
的
表
顯
を
見
出
し
た
。
其
著
者
が
ィ 

H

ス
の
敎
義
ビ
保
羅
の
.
敎
義
€

を
對
照
さ
し
た
雅
各
書
. 

，
は
此
鬪
.
爭
を
反
射
し
て
居
る
も
の
.
で
あ
る
。「

人
自
ら
信 

I ;

仰
あ
り
ビ
言
て
若
し
行
な
く
ば
何
の
益
あ
ら
ん
や
、
そ 

I

信
仰
い
か
で
彼
を
救
a

得
ん
や
。」

雅
各
番
は
富
め
る
：：:■

‘

者
が
彼
等
の
信
仰
に
就
て
⑩
り
信
者
の
集
り
に
^

て

#

 

別
な
る
榮
眷
を
請
求
し
、•：
彼
等
の
贫
し
き
友
な
る
信
者 

一
に
對
し
信
者
に
あ
る
：ま
じ
&

態

度

^

出

づ

る

こ

ど

等

を
：

一
記
し
、
而
し
て「

此
の
如
く
信
仰
も
し
行
を
兼
ざ
る
ど
き
り
：

|

は
乃
ち
死
る
な
り」

t

宜
言
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
神 

一
が
今
猶
ほ
富
者
に
ょ
か
て
凌
虛
れ
ま
た
裁
剑
所
に
双
か 

る
、
貧
し
き
人
を
選
み
給
ふ
こ
^
を
想
ひ
起
さ
し
む
る 

へ
の
で
あ
る
。
故
に
彼
は
言
ふ

「

富
者
ょ
爾
曹
旣
に
.

來
ら
パ
；
 

ん
と
す
る
禍
害
を
思
ひ
て
哭
叫
ふ
可
し
。
爾
曹
の
財
は 

:

杇
ち
な
ん
じ
ら
の
衣
は
議
ひ
、
爾
曹
の
金
鍬
は
銹
腐
れ

社
會
思
想
家v

j
し

て

の

ジ
 

ン
•

ラ
ス
キ
ン
の
生
涯

(

一

'

興
升
復
太

0

nea

り

，
此
綉
證

.

を
爲
て
.爾

曹

を

攻

め
、

且
つ
火
の
如
く
爾 

曹
の
肉
を
做
は
ん
、
爾
曹
こ
の
末
の
ロ
に
在
り
て
猶
ほ 

財
^J

蓄
ふ
る
こ
^

を
な
ぜ
り
。
視
ょ
爾
曹
が
其
田
を
狼 

せ
し
麗
人
に
予
ざ
る
値
は
叫
び
、
其
别
し
者
の
呼
聲
は
.

既
に
萬
軍
の
主
の
耳
に
入
れ
り
み
雅
各
書
第
五
章
マ
節
一 

.

——

五
節)

。.

:.
::
:
::;
,

:

.

:
「

,

,.
ふ

：

'ン 

;

遮
莫
、
雅
各
書
の

愁
新
は
之
を
一

般
化
せ
ざ
る
を
要

|

す
。>
基
督
以
後
の
初
め
0

三
10
:

紀
間
に
在
り
て
は
.

、
典

|

 

產
主
義
的
精
_

は
信
者
の
間
に
猶
ほ
旺
盛
：で
あ
つ
た
の」

|
'

で
あ
：る
。
基
督
敎
の
大
多
數
は
假
令
羅
馬
帝
國
の
法
雜\

と
制
度
^

に
忍
從
し
た
b

€

す
る
も
、
彼
等
は
其
班
當
一

な
：る
を
認
め
ん
と
せ
る
者
で
は
な
い
。:'
希
臘
及
び
羅
竭
|

社
會
の
進
步
で
あ
つ
た
，。
.
毂
物
條
令
が
廢
止
せ
ら
れ
て 

に
於
け
る
敎
父
は
、
少
く
ビ
も
理
論
上
に
於
て
は
反
政\

は
最
阜
英
吉
利
に
於
い
へ
て
自
由
贸
易
に
對
す
る
反
對
の 

;f
f

的
敎
義
、V」

共
產
主
義
的
敎
義
//

」

を
嚴
守
し
て
厨
つ
動
因
は
全
部
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
て
较
に
泡
凼
主
義
の 

た
の
^

あ
る
：':
'0

.彼
等
は
私
有
財
産
を
非
難
し
、
：權
力
、

.

勝
利
が
確
然
^

樹
立
さ
れ
た
.『

千
八
西
四
十
六
年
ょ
り 

»

役
及
び
愛
國
に
對
す
る
隊
家
の
請
求
を
否
認
し
た
の
同
六
+，
年
に
亙
る
十
五
年
間
に
は
i

of
q

黨
及
び 

で
あ
る
。
 

.

s
a
d
s
t
o
n
e

は
何
等
重
大
な
：反
抗
を
受
け
る
事
な
く
し

餌
十
七
筋

(

六
九)

雜
.

錄

.

社
會
思
想
家
W

L

て
の
v>
'

a
 

V

ラ
ス
キ
•
シ
0

生
涯 
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V
i
c
t
o
r
i
a
n

 

A
g
e

 

V
,

は
英
吉
利
の
發
展
の
最
高
頂
^
見 

る
事
が
出
來
る
o

此
の
時
に
於
い
て
、
更
に
嚴
密
に
运 

へ
ば
千
八
西
四
十
年
代
の
頃
か
ら
し
て
英
吉
利
は
典
の 

國
家
的
發
展
の
絕
頂
に
霞
せ
ん
S

し
た
。
人
々
が
自
か 

ら
謳
歌
し
た
所
の
も
’
の
は
國
勢
の
進
展
で
ぁ
り
X

I


